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榎戸和也 議員

今
年
４
月
、
市
長

は
、
上
野
沼
の
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
事
務

局
長
に
市
議
を
配
置
し

た
。
こ
こ
の
管
理
者
で
あ

る
職
業
訓
練
協
会
長
は
、

「
任
命
し
た
の
は
私
だ
が
、

実
質
は
大
塚
市
長
の
推
挙

に
よ
る
」と
話
し
て
い
る
。

　

廃
止
の
危
機
が
叫
ば
れ

る
同
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局

長
に
、
市
長
は
な
ぜ
議
員

を
充
て
た
の
か
。

市
長
公
室
長　
筑

西
広
域
組
合
は
、

三
市
で
構
成
す
る
特
別
地

方
公
共
団
体
で
あ
り
、
市

議
が
、
組
合
か
ら
指
定
管

理
者
の
指
定
を
受
け
て
い

る
職
業
訓
練
協
会
の
職
員

と
な
る
こ
と
は
議
員
の

「
兼
業
禁
止
」
に
は
当
た

ら
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
協
会
人
事
は
、
あ

く
ま
で
協
会
内
部
で
決
す

る
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
泉
地
区
、残
土

問
題
へ
の
対
応

大
泉
地
区
へ
の
残

土
埋
設
計
画
に
、

市
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

県
で
は
、
県
へ
の

埋
立
て
申
請
は
ま
だ
出
て

い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

書
類
が
出
て
市
の
「
意

見
」
を
求
め
ら
れ
れ
ば
、

内
容
精
査
の
上
、
関
係
者

と
慎
重
に
協
議
し
、「
意

見
書
」
に
反
映
し
て
い
き

た
い
。

市
立
病
院
問
題

「
協
定
締
結
」に

向
け
た
取
り
組
み

ど
の
よ
う
な
条
件

で
指
定
管
理
す
る

か
は
「
協
定
」
に
よ
る
。

　

市
は
今
、「
協
定
」
締

結
に
向
け
、
隆
仁
会
と
の

間
で
協
議
中
の
こ
と
と
思

う
が
、
協
議
に
先
立
ち
、

市
に
有
識
者
等
を
交
え
た

検
討
会
議
を
設
け
る
つ
も

り
は
な
い
か
。

市
長
公
室
長　
協

議
内
容
に
つ
い
て

は
、
議
会
に
報
告
し
な
が

ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

大
和
駅
北
地
区
開
発

昨
年
６
月
の
市
長

の
説
明
は
「
高
森

側
に
市
の
お
金
は
入
れ
な

い
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

今
回
開
発
公
社
が
買
い

上
げ
る
高
森
側
の
土
地
27

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
処
理
計
画

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

副
市
長　
病
院
用

地
２
・
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
基
幹
道
路
用
地
約
２
・

９
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
末
ま
で
に
、

市
に
売
却
す
る
予
定
で
す
。

　

残
っ
た
部
分
に
つ
い
て

は
、
民
間
へ
の
売
却
も
含

め
、
現
時
点
で
決
定
し
て

い
る
内
容
は
あ
り
ま
せ
ん
。

職業訓練セ
ンター問題
と綱紀粛正

　視察研修レポート

　那珂市議会では、「開かれた議会を目指してい

きたい」との各議員からの声を受け、議会及び議

員の活動原則を定める「議会基本条例」が、平成

25年10月に制定されました。その中で、審議さ

れた議案等について、市民に対して「議会報告会」

を実施しています。また、市民から出された意見

は各常任委員会で協議し、案件によっては執行部

に意見を伝えるということでした。また、議会の

審議状況についてインターネットを利用し、録画

配信を行っています。

　本市議会においても、より円滑な議会運営が図

られるように努めるとともに、市民にわかりやす

い開かれた議会運営にも努めていきます。

　本委員会では、開かれた議会運営を目指してい

くために委員会を月２回開催し、「議会改革」に

ついて検討をしています。

議会運営委員会視察研修

わかりやすい、開かれた議会を目指して
視察日：平成28年４月14日（木）　視察先：茨城県那珂市議会　目的：議会改革について

那珂市役所前

観
光
客
の
誘
致
に

つ
い
て

萩原剛志 議員

外
国
人
旅
行
者
数

は
約
２
０
０
０
万

人
に
増
加
し
た
。
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

る
２
０
２
０
年
に
は
４
０

０
０
万
人
を
目
標
と
し
て

い
る
。
景
気
が
低
迷
し
、

人
口
減
少
傾
向
に
あ
る

中
、
国
の
戦
略
と
し
て
も

観
光
客
を
ど
う
地
方
の
観

光
地
に
広
げ
る
か
が
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
市
の
外

国
人
観
光
客
を
増
加
さ
せ

る
取
り
組
み
を
伺
う
。

経
済
部
長　
茨
城

県
と
連
携
し
、
日

本
有
数
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、

真
壁
の
町
並
み
、
由
緒
あ

る
寺
社
仏
閣
な
ど
、
外
国

人
の
方
に
す
ば
ら
し
さ
を

体
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
Ｐ
Ｒ
活
動
を
進
め
て
い

き
ま
す
。市

内
に
宿
泊
施
設

が
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
か
。
部
屋
数
や
収
容

人
数
な
ど
を
伺
う
。

経
済
部
長　
市
内

に
は
８
件
の
宿
泊

施
設
が
あ
り
、
部
屋
数
は

59
部
屋
、
収
容
人
数
は
最

大
で
１
８
８
人
で
す
。

広
域
連
携
バ
ス

つ
く
ば
市
と
の
広

域
連
携
バ
ス
が
10

月
か
ら
筑
波
山
口
と
真
壁

庁
舎
間
を
運
行
実
験
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
路
線
バ

ス
の
経
験
が
な
い
事
業
者

に
運
行
を
委
託
し
た
場

合
、
安
全
性
や
運
行
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
問
題
は
な

い
の
か
。市

長
公
室
長　
各

種
法
令
に
基
づ
く

安
全
運
行
は
も
ち
ろ
ん
、

緊
急
時
の
体
制
、
利
用
者

へ
の
対
応
な
ど
、
運
行
計

画
や
入
札
等
の
手
続
を
し

て
、
適
正
に
進
め
て
い
き

ま
す
。

岩
瀬
中
央
公
民
館

に
つ
い
て

岩
瀬
中
央
公
民
館

は
40
年
が
経
過
し

て
、
耐
震
判
断
は
１
階
部

分
の
Ｉ
ｓ
値
が
文
科
省
の

基
準
０
・
70
を
下
回
る
０
・

36
と
い
う
結
果
と
な
っ
て

い
る
。
合
併
特
例
債
を
活

用
し
て
、
大
ホ
ー
ル
や
会

議
室
を
備
え
た
市
立
図
書

館
と
し
て
の
建
て
替
え
を

希
望
す
る
が
、
市
の
所
見

を
伺
う
。市

長　
国
の
基
準

に
満
た
な
い
施
設

が
他
に
も
あ
り
ま
す
。
議

員
の
皆
さ
ん
に
も
参
加
い

た
だ
き
、
優
先
順
位
を
決

め
て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

全国市議会議長会・茨城県市議会議長会から
表彰状・感謝状が贈られました。

表 彰 ・ 感 謝 状

全国市議会議長会　表彰・感謝状

潮田　新正　　　　飯島　重男

茨城県市議会議長会　表彰

潮田　新正


